


広報きたかた　2019. ４　②☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

　

平
成
13
年
４
月
22
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、平
成
31
年
１
月
13
日（
同
日
ま
で
に

転
入
の
届
出
を
し
た
方
を
含
む
）以
前
か

ら
、引
き
続
き
３
カ
月
以
上
喜
多
方
市
に

居
住
し
て
い
る
方（
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
）

※

市
内
で
転
居
し
た
方

　

３
月
29
日
以
降
に
市
内
の
転
居
届（
異

な
る
投
票
区
に
異
動
し
た
場
合
に
限
る
）

を
出
す
方
は
、転
居
前
の
投
票
所
で
投
票

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
１
月
14
日
以
降
に
市
に
転
入
届
を
出
し

た
方

▼
投
票
日
ま
で
に
他
の
市
町
村
へ
転
出
す

る
方

　

投
票
所
入
場
券
を
４
月
11
日
か
ら
郵
送

し
ま
す
。当
日
投
票
す
る
際
に
は
、入
場
券

を
持
参
の
上
、指
定
の
投
票
所
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
や
紛
失
、忘

れ
た
場
合
な
ど
は
、投
票
所
に
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
や
写
真
付

き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。選
挙
人
名
簿
を
確
認

し
、入
場
券
を
再
発
行
し
ま
す
。

　

次
の
投
票
所
は
、先
の
県
知
事
選
挙
と

異
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
喜
多
方
第
１
投
票
区　

厚
生
会
館

▼
喜
多
方
第
２
投
票
区　

喜
多
方
プ
ラ
ザ

小
ホ
ー
ル

▼
関
柴
第
１
投
票
区　

関
柴
公
民
館

　

選
挙
期
間
中
に
他
の
市
区
町
村
に
一
時

的
に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、滞
在
先
の
市

区
町
村
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
が
、

事
前
に
郵
便
で
の
請
求
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、早
め
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

病
気
そ
の
他
の
理
由
で
、不
在
者
投
票

が
で
き
る
病
院
や
施
設
に
入
院
、入
所
さ

れ
て
い
る
方
は
、希
望
す
る
場
合
、本
人
が

そ
の
病
院
な
ど
に
申
し
出
れ
ば
そ
の
場
所

で
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

《
市
内
の
指
定
病
院
な
ど
》

　

飯
塚
病
院
、入
澤
病
院
、小
野
病
院
、北

原
荘
、ケ
ア
ホ
ー
ム
や
ま
と
、け
い
わ
苑
、

佐
原
病
院
、し
の
の
め
荘
、し
ょ
う
ぶ
苑
、

鮮
雲
荘
、天
心
ケ
ア
ハ
イ
ツ
、鳴
瀬
病
院
、

パ
ス
テ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
小
野
、ほ
ほ
え
み
、

有
隣
病
院（
50
音
順
）

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票（
在
宅
投
票
）の
制
度
が

利
用
で
き
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
身
体
障
害

者
手
帳
な
ど
を
添
付
の
上
、郵
便
等
投
票

証
明
書
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
、早
め
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

▽
利
用
で
き
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
の

交
付
を
現
に
受
け
て
い
る
方
で
、左
表
の

障
害
名
・
等
級
に
該
当
す
る
方

・
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、要
介

護
区
分
が「
要
介
護
５
」の
方

　

ま
た
、障
害
の
程
度
に
よ
り
代
理
記
載

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

喜多方市議会議員一般選挙喜多方市議会議員一般選挙

投
票
で
き
る
方

投
票
で
き
な
い
方

投
票
所
入
場
券

投
票
所
に
つ
い
て

他
市
町
村
で
の
不
在
者
投
票

指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

免
疫
、肝
臓

心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、直
腸
、小
腸

両
下
肢
、体
幹
、移
動
機
能

障

害

名

１
級

３
級

１
級
・
３
級

１
級
・
２
級

等

級
〜

投　票　日 ４月21日（日） 告　示　日 ４月14日（日）
投票時間 午前７時～午後８時

※ただし、次の投票所の終了時刻は午後６時までとなります。
　高郷  揚津投票区／揚津多目的集会施設

《選挙会（開票）：４月21日午後９時30分  押切川公園体育館メインアリーナ》

（議員定数 22人）
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喜多方市議会議員一般選挙

平成31年度予算概要をお知らせします
 
冬眠明けのクマに注意

犬の登録と狂犬病予防定期集合注射

喜多方の企業　キラリと輝く事業所
紹介

わくわく！いきいき！高齢者  

健康だより

拓け喜多方　まなびのトビラ
（生涯学習だより）
                                
喜多方フォトニュース

情報ステーション
補助・支援

募集

イベント

お知らせ

税／年金／ふるさと納税

「2018公募：ふるさとの風景展in喜多方」
表彰式／「わくわく市政ふれあいトーク」対
話内容

住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況

平成30年度環境ポスターコンクール
表彰式

相談／休日当番医

わくわく市政ふれあいトーク／美術
館／図書館

ふるさとの遺産／人口

広報きたかた　2019. ４　③

　

候
補
者
や
政
見
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る

選
挙
公
報
は
、行
政
区
長
を
通
し
て
４
月

17
日
頃
か
ら
配
付
で
き
る
予
定
で
す
。

　

期
日
前
投
票
所
お
よ
び
当
日
投
票
所
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

時
間
帯
に
よ
り
混
雑
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ

さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

  

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎（
24
）５
２
５
８

選
挙
公
報
の
配
布

駐
車
場
の
利
用
に
つ
い
て

問

期日前投票の期間は４月15日（月）～20日（土）

４月18日（木）は、次の場所と時間に限り期日前投票所を
設置します。

地区 投票所 時間

熱塩加納

板ノ沢多目的集会センター 午前９時30分～11時

青少年研修センター黒
岩分園

午後１時30分～２時
30 分

日中生活改善センター 午後４時～６時

塩　　川
大木多目的集会施設 午前９時30分～11時

30 分

反田公民館 午後２時～４時

山　　都

飯豊山寄覧所館(川入) 午前９時30分～11時
30 分

旧藤巻山里体験道場 午後１時30分～３時

旧山都第一小学校第三
分校体育館(宮古) 午後４時30分～６時

高　　郷

地割集会施設 午前９時30分～11時

塩坪地区集会施設 午後１時～３時

大田賀地区集会施設
(田中) 午後４時～６時

　投票日に、仕事・レジャーや旅行・冠婚葬祭などのた
めに投票できない見込みの方は、期日前投票ができま
す。お住まいの地区に関係なく、下記の期日前投票所で
投票することができます。
　投票する際には、投票所入場券の裏面「宣誓書（兼）請
求書」欄に記入の上、持参してください。
  期日前投票所と時間
【本庁舎】市民ロビー（ホール棟１階）
　　　　　　　午前８時30分～午後８時
【各総合支所】熱塩加納会館ロビー、塩川総合支所ロ
ビー、山都総合支所コミュニティホール、高郷総合支所
メモリアルルーム　午前８時30分～午後７時
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子ども総合相談事業　　　　　　　　　　　　2,736千円
（子どもを安心して産み育てることができる環境の整備を図るため、「子ども・子
育て総合相談窓口」を設置）

重要項目３　地域を育む （交流人口の拡大、安全安心のくらしづくりなど）

喜多方っ子の「夢」実現事業　　　　　　　　　1,363千円
（各界の第一線で活躍する「本物」を招聘し、講演会・トークイベントを開催）

地域生活支援拠点コーディネーター事業　　　5,440千円
（障がい者（児）の親元からの自立や緊急時の受け入れ体制などのコーディネート
を行い、住み慣れた地域で、安心・安全な日常生活を送るための体制を構築する）

新

きたかた喜楽里パークプラン事業　　　　　  39,300千円
（都市公園について、年次計画に基づき計画的な遊具の更新を実施）

住民自治推進事業　　　　　　　　　　　　  20,000千円
（行政区などが自分たちの住む地域の課題解決のために行う取り組みにかかる経費
の補助）

豊川・慶徳線道路整備事業　　　　　　　　380,000千円
（会津縦貫北道路喜多方インターチェンジへのアクセス道路の整備）

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

喜多方市ホストタウン交流事業　　　　　　　9,900千円
（2020東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を契機に地域の活性化、
観光振興などに資するためアメリカ合衆国と「復興ありがとうホストタウン」交流
事業を実施）

空き家対策事業　　　　　　　　　 11,940千円
（老朽化が著しい空き家の解体撤去や改修にかかる費用を支援）

◆ 「住むなら喜多方！」若者定住促進事業　　　  41,100千円
（新たに市内で住宅を取得する市内外の若者に対し、住宅取得補助金を支給）

Ｖ-Low災害情報連携システム構築事業　　  107,583千円
（Ｖ-Lowマルチメディア放送の戸別受信機を喜多方・塩川地区全世帯に整備）

地域おこし協力隊による地域活性化事業　　  23,451千円
（「地域おこし協力隊」の新隊員の導入と伝統産業の継承のための活動を継続して
支援し、地域への定着・定住を図る）

御殿場公園整備事業　　　　　　　　　　　  45,000千円
（近隣の住民をはじめ市内外の人々が憩い交流できるよう花しょうぶ園を中心に
公園を再整備）

新

社会体育施設改修事業　　　　　　　　　　  53,128千円
（塩川体育館の床改修工事）

◆

◆

市民サポーティング事業　　　　　　　　　  10,955千円
（市民からの意見や要望などに関して、市民と行政が共に考え、市政への反映を図る
取り組み。遊歩道案内看板の修繕や地区街路灯の設置などの事業を実施）

◆

コンビニ交付サービス事業　　　　　　　　　9,482千円
（コンビニエンスストアでの住民票の写しや所得・課税・扶養証明書などの交付）

◆

◆

◆

そ　の　他

新 平成31年度から
新たに始まる事業

喜多方市総合戦略アクションプランに
基づき実施する事業

喜多方っ子の「夢」
（トークイベント）

戦 略戦 略

わくわくわくわく

ホストタウン交流

戸別受信機

地域おこし協力隊活動のようす
（雄国の竹細工）

御殿場公園  花しょうぶ

各種証明書

戦 略戦 略 わくわくわくわく わくわく喜多方推進事業に基づき
実施する事業

新

戦 略戦 略

戦 略戦 略

わくわくわくわく

わくわくわくわく

戦 略戦 略

戦 略戦 略

わくわくわくわく

わくわくわくわく
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産地パワーアップ事業　　　　　　　　　　 27,000千円
（アスパラガス、キュウリ、ミニトマトの産地形成強化のためパイプハウスなどの
導入にかかる経費の補助）

平成31年度　主な事業と予算

重要項目１　産業を育む （働く方への支援や雇用の創出など）

菌床きのこ生産施設整備事業　　　　　　　    4,800千円
（冬期間でも生産可能な、きのこの生産棟などの施設整備に要する経費の補助）

喜多方綾金工業団地ＰＲ推進事業　　　　　　5,593千円
（首都圏などの企業に対し喜多方綾金工業団地のＰＲと企業誘致活動の強化）

あきない力向上支援事業　　　　　　　　　　2,500千円
（中心市街地の空き店舗などを活用した店舗の改装費や広告宣伝費、開発費など
あきない力の向上に資する事業にかかる経費の補助）

◆

◆

◆

◆

文化と芸術のかおり高いまちづくり推進事業　5,607千円
（文化祭の開催支援や将棋普及事業を実施および文化財保存活用地域計画や地方文化
芸術推進基本計画の策定に着手）

◆

重要伝統的建造物群保存地区保存推進事業　 13,503千円
（小田付地区の保存活動を推進するため建造物の修理などにかかる経費の補助）

◆

◆

◆

◆

◆

◆

奨学金償還支援事業　　　　　　　　　　　   5,040千円
（喜多方市奨学資金等（奨学金）の貸与を受けた者で卒業後に市内に就職・居住
する者に対する償還支援）

喜多方産米及びそばの郷喜多方プロモーション事業　607千円
（喜多方産米やそばの消費拡大・認知拡大を図るためプロモーション活動を実施）

「棚田といえば高郷」まちおこし事業　　　　　  673千円
（高郷町で四季折々に棚田ウォークを実施し、「棚田のまち」の魅力を広くＰＲ）

三ノ倉高原花畑事業　　　　　　　　　　　30,310千円
（三ノ倉スキー場のシーズンオフ利用による花畑づくり、誘客イベントなどの実施）

県営駒形地区経営体育成基盤整備事業（駒形第二・三地区）　73,589千円
（駒形第二・三地区のほ場整備事業費の一部負担）

旧県立喜多方病院跡地の取得　　　　　　  114,106千円
（屋内子ども遊び場などの複合施設を整備するため旧県立喜多方病院跡地を取得）新
高齢者にやさしい住まいエアコン設置助成事業　1,850千円
（高齢者のみの非課税世帯へのエアコン設置にかかる経費の補助）

フッ化物洗口事業　　　　　　　　　　　　   5,044千円
（むし歯予防に高い効果が出ているフッ化物による集団での洗口事業を実施）

小・中学校冷房設備整備事業および私立幼稚園等冷房設備設置支援事業
174,858千円
（全小中学校に冷房設備を整備。私立幼稚園における冷房設備設置に対し経費の補助）

小・中学校学校給食費負担軽減事業　　　　95,265千円
（子育て世代の経済的な負担軽減を図るため、学校給食費に要する経費の補助）

介護職員養成・就労定着化事業　　　　　　   6,500千円
（介護職員の確保と定着化およびスキルアップを図るための研修などの実施）

重要項目２　人を育む （子育て・教育への支援、福祉・医療の充実など）

◆

◆

◆

◆

三ノ倉高原ひまわり畑

高郷町の棚田

小田付地区の町並み

綾金工業団地

パイプハウス導入

戦 略戦 略

戦 略戦 略

戦 略戦 略

戦 略戦 略

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

学校給食

介護職員養成

新

新

新

新

新

◆

新

戦 略戦 略

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく
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ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
、サ
ル
な

ど
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
防

ぐ
た
め
に
は
、草
や
ぶ
の
刈
り

払
い
な
ど
の
環
境
管
理
や
、電

気
柵
の
設
置
な
ど
の
被
害
防

除
が
効
果
的
で
す
。獣
が
農
地

を
エ
サ
場
と
し
て
認
識
す
る

と
再
び
出
没
し
て
農
作
物
に

被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

有
効
な
対
策
で
あ
る
電
気

柵
の
普
及
の
た
め
の
各
種
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、気

軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

・
電
気
柵
貸
出
事
業
、設
置
指

導（
環
境
課
）

・
購
入
経
費
の
補
助
事
業（
農

業
振
興
課
）

　

既
に
電
気
柵
を
お
持
ち
の

方
は
早
め
の
設
置
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　

野
生
動
物
の
被
害
が
出
始

め
る
前
に
、先
手
を
打
っ
て
柵

を
設
置
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。動
物
に
農
作
物
の
味
を
覚

え
さ
せ
る
前
に
侵
入
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
れ
ば
、農
地
へ
の

執
着
を
抑
制
し
、柵
の
効
果
を

長
期
間
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

人
間
生
活
に
被
害
を
も
た

ら
す
野
生
動
物(

有
害
鳥
獣)

に
お
困
り
の
集
落
や
、今
後
被

害
が
予
想
さ
れ
る
集
落
に
対

し
、被
害
対
策
の
相
談
会
や
勉

強
会
を
随
時
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

開
催
を
希
望
す
る
場
合
は
、

行
政
区
長
を
通
し
て
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

  

環
境
課  

環
境
推
進
係

☎（
24
）５
２
６
１
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課

農
作
物
被
害
を
防
ぐ
た
め

に
は

電
気
柵
は
早
め
に
設
置
し

ま
し
ょ
う

相
談
会
・
勉
強
会
を
開
催

し
て
い
ま
す

ク
マ
以
外
の
野
生
動
物
の

　
　
　
　

被
害
に
も
備
え
ま
し
ょ
う

問

冬
眠
明
け
の
ク
マ
に

冬
眠
明
け
の
ク
マ
に

注
意
注
意

クマの被害に遭わないために
●今までクマが出没したことがある場所には近づかない。
●クマ鈴、ラジオなどの大きな音が出るものを身に付ける。
●天気が悪い日は、視界が利かないので注意する。
●子グマを見かけたら、静かに立ち去る。
●クマのフンや足跡を見つけたら、引き返す。
●やぶや林など周囲が見渡せない場所には、不用意に立ち入らない。
●生ごみを捨てたり、農作物などの残さは、誘引物になるので放置しない。

　今年は雪解けが早く、早い時期からクマが冬眠から目覚めて活動を始めること
が予想されます。春の山菜採りで山に入る時や山間部において朝晩の薄暗い時間
帯での農作業には、特に注意してください。
　クマなどの有害鳥獣の目撃や痕跡を見つけた場合は、情報提供をお願いします。
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平成31年度 犬の登録
　　　および狂犬病予防定期集合注射

問 環境課  環境推進係 ☎（24）5261｜熱塩加納総合支所  住民課 ☎（36）2113｜塩川総合支所  住民課 ☎（27）
2400｜山都総合支所  住民課 ☎（38）3825｜高郷総合支所  住民課 ☎（44）2113

　犬の飼い主の方は、狂犬病予防法により生後91日以上の犬に対して、
生涯１回の犬の登録と毎年１回の狂犬病予防注射を受けさせる義務が
あります。

《 留意事項 》
　犬の健康が良くないときや日時の都合がつかないときには、獣医師（動物病院など）で診察と注射を受けて
ください。
⇒注射を受けたときは獣医師より｢狂犬病予防注射済証明書｣の交付を受けて、下記事務担当に提出し、狂犬
病予防注射済票（手数料550円）の交付を受けてください。
　犬の死亡、転出、所有者変更の場合は事務担当まで連絡してください。
《 料　　金 》 ※料金は、釣銭のないようご協力をお願いします。
　狂犬病予防注射料金2,650円+狂犬病予防注射済票交付手数料550円＝計3,200円
　畜犬登録手数料3,000円（※未登録の場合のみ）

《日 程》 狂犬病予防注射、登録の手続きはいずれの会場でも受けることができます。

地区 日にち 実施時間 実施場所 地区 日にち 実施時間 実施場所

喜

多

方

4 月
16日(火)

午前11時
～11時30分 上三宮遊樹館前

塩

川

4 月
17 日(水)

午前 9時 
～ 9 時45分 姥堂地区公民館前

午後 1 時30分
～ 2 時30分 岩月交遊館前 午前10時15分

～ 11時 駒形地区公民館前

17 日(水)

午後 1 時30分
～ 2時30分 熊倉公民館前

18日(木)

午前 9 時
～ 9 時40分 堂島地区公民館前

午後 2 時50分
～ 3時10分 本林集会所前 午前10時  

～ 11時 塩川総合支所前

18日(木)

午後 1 時 30 分
～ 2時30分 松山公民館前

山

都

4 月
23 日(火)

午後 1 時30分
～ 2 時30分

山都保健センター
前

午後 2 時50分
～ 3時10分

桜ガ丘福祉会館
前

午後 3 時 
～ 3 時30分 上林会館前

22日(月)

午前 9 時
～10時 関柴公民館前

24 日(水)

午前 9 時 
～ 9 時30分 堰沢会館前

午前10時30分
～11時

慶徳ふれあい館
前

午前 9 時50分
～ 10時10分 舟引会館前

午後 1 時 30 分
～ 2時30分

旧喜多方市教育
委員会庁舎前

午前10時30分
～ 10時50分 相川会館前

24 日(水) 午後 1 時 30 分
～ 2時30分 豊川公民館前 午前11時10分

～ 11時30分 一ノ木会館前

25 日(木) 午前 9 時 
～11時30分

喜多方プラザ北
側駐車場

高

郷

4 月
23 日（火）

午前9 時～10時 高郷総合支所前

加
納

熱
塩

4 月
16 日(火)

午前 9 時 
～10時30分 熱塩加納総合支

所 除雪センター
前

 午前10時20分
～ 11時 高郷公民館前

25 日(木) 午後 1 時 30 分 
～２時30分

午前11時20分
～ 11時40分 福島商店前(大谷)  
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生
産
工
場
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
生
産
用
機
械
・
設
備

の
設
計
・
製
造
・
設
置
を
市
内
２
カ

所
の
事
業
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。納

品
先
は
国
内
ば
か
り
で
は
な
く
、海

外
に
も
納
め
て
い
ま
す
。

　

取
得
促
進
の
取
り
組
み
に
よ
り
有

給
休
暇
取
得
率
は
50
％
を
超
え
て
い

ま
す
。ま
た
、社
員
が
将
来
の
目
標
に

向
け
て
意
欲
的
に
取
り
組
め
る
よ
う

に
、キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
評
価
制
度
の

見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

資
格
取
得
や
セ
ミ
ナ
ー
受
講
へ
の

支
援
制
度
が
あ
り
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
役
立
て
て
い
ま
す
。総
務
部
所
属

の
た
め
、社
員
の
皆
さ
ん
の
仕
事
と

生
活
が
充
実
す
る
よ
う
、気
配
り
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
仕
事

佐
藤
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

取
り
組
み

株
式
会
社  

メ
カ
テ
ッ
ク
を

　
　
　
　
　
　
　

入
社
２
年
目
の
佐
藤  

加
奈
美
さ
ん
が
紹
介
し
ま
す

所　在　地　岩月町喜多方字林崎616-2
従業員数　40人
業　　種　製造業
設　　立　1979年10月

　

ア
ル
ミ
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
で
世
界

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
の
日
本
ケ
ミ
コ
ン
㈱

の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
す
。高
度
な
加

工
技
術
に
よ
り
コ
ン
デ
ン
サ
の
性
能

を
決
定
付
け
る
主
要
材
料
、ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
電
極
箔
を
製
造
し
て
い
ま

す
。

　

毎
週
水
曜
日
が
ノ
ー
残
業
デ
ー
に

設
定
さ
れ
て
お
り
、定
時
退
社
が
促
さ

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、有
給
休
暇
も
取

得
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、昨
年
度
の
取
得
率
は
73
％

以
上
に
な
り
ま
し
た
。

　

電
極
箔
の
製
造
ラ
イ
ン
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。入
社
時
は
不
安
な
こ
と
ば

か
り
で
し
た
が
、職
場
の
先
輩
に
支
え

ら
れ
い
ろ
い
ろ
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。今
で
は
仕
事
に
や
り
が
い
を

感
じ
、楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
仕
事

宮
澤
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

取
り
組
み

ケ
ミ
コ
ン
福
島  

株
式
会
社  

喜
多
方
工
場
を

　
　
　
　
　
　
　

入
社
３
年
目
の
宮
澤  

励
也
さ
ん
が
紹
介
し
ま
す

所　在　地　下川原8086-1
従業員数　152人
業　　種　製造業
設　　立　1984年３月

▲アルミ電解コンデンサ

▲ 自動バリ取りロボ「弁慶」

商工課  商工業・雇用・創業支援室 ☎（24）5233問 申

　市では、市内事業所を周知し、雇用を促進することや市内事業所のワーク・ライフ・バランスへの取り組
みを推進することを目的として事業所を紹介しております。掲載を希望する事業所はご連絡ください。

れ
い 

や
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《
複
雑
化
す
る
高
齢
者
の
抱
え
る
課
題
》

　

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
高
齢

者
の
み
の
世
帯
が
増
え
る
と
共
に
、

高
齢
者
の
抱
え
る
課
題
も
増
え
て

い
ま
す
。

　

認
知
症
や
閉
じ
こ
も
り
、薬
の
飲

み
忘
れ
、医
療
機
関
へ
の
受
診
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
拒
ん
だ
り
、

家
族
が
遠
方
に
住
ん
で
い
た
り
、支

援
者
が
い
な
か
っ
た
り
、高
齢
者
の

抱
え
る
課
題
は
、年
々
複
雑
化
し
て

い
ま
す
。

《
個
別
ケ
ア
会
議
》

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
の
複
雑
化
す
る
課
題
に
対

し
て
関
係
者
を
集
め
、課
題
の
緊
急

性
や
優
先
度
な
ど
を
整
理
し
、支
援

を
し
て
い
く
た
め
の「
個
別
ケ
ア
会

議
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

《
包
括
ケ
ア
会
議
》

　

個
別
ケ
ア
会
議
に
よ
り
、支
援
を

行
っ
た
が
、更
に
支
援
の
必
要
が
あ

る
場
合
、医
療
関
係
者（
薬
剤
師
、訪

問
看
護
師
、理
学
療
法
士
）よ
り
、そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
的
な
立
場
か
ら
の

助
言
を
受
け
、更
な
る
支
援
策
を
話

し
合
う「
包
括
ケ
ア
会
議
」も
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

  

高
齢
福
祉
課  

地
域
包
括
ケ
ア

推
進
係

☎（
24
）５
２
４
２

問

　自宅でできる、関節痛を予防・改善する運動を学びます。まわす・ほぐす・のばす・ちぢめるがキーワー
ド！先生の楽しいトークのもと関節・筋肉を動かしましょう。

いつまでも活動や趣味を楽しみたいですね。
自分のために、家族のために、筋力トレーニングを始めませんか？

いつまでも活動や趣味を楽しみたいですね。
自分のために、家族のために、筋力トレーニングを始めませんか？

対　象　者　おおむね65歳以上の方
実施期間　2019年５月～2020年２月（各会場  月１回）
指　導　員　健康運動指導士　島田  一郎 氏
申し込み　参加したい会場の担当に電話で申し込んでください。

対象者・会場　※医師から運動を禁止されていない方
◯おおむね65歳以上～85歳未満で介護認定を受けていない方
　⇒総合福祉センター教室　毎週金曜日
　　＊80歳以上の方は希望により送迎可能。ご相談ください。
◯85歳以上の方、事業対象者、要支援１、要支援２の認定を受けている方
　⇒施設委託教室　火曜日、木曜日、金曜日のいずれか　＊自宅～会場まで送迎あり。
実施期間　2019年５月～2020年３月　年40回　時間  午後２時～３時
指　導　員　太極拳ゆったり体操リーダー
申し込み　申込用紙に記入し、高齢福祉課または各総合支所住民課へ申し込んでください。

会場 時間 担当 
総合福祉センター 午後1 時30分～3 時 高齢福祉課 ☎ (24)5242

熱塩加納保健福祉センター 午後1 時30分～3 時 熱塩加納総合支所住民課 ☎ (36)2113

塩川保健福祉センター 午前10 時～11時30 分 塩川総合支所住民課 ☎ (27)2019

山都保健センター 午後1 時30分～3 時 山都総合支所住民課 ☎ (38)

(44 )

3824

カイギュウランドたかさと 午前10 時～11時30分 高郷総合支所住民課 ☎ 2113

　この体操は、続けることでバランス機能を改善することができ、転倒予防にもつながります。
　音楽を聴きながらリラックスして体操しましょう。

　どちらの教室も参加料は無料ですが、傷害保険料（年額）65歳以上1,200円、64歳以下1,850円が必要です。
各教室の日程を掲載したチラシを、高齢福祉課および各総合支所住民課で配布しています。
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国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
節
目
年

齢
の
方
を
対
象
に
、人
間
ド
ッ
ク
受
診

料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
者

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
45
・
50
・

55
・
60
・
65
歳
の
方（
年
齢
起
算
日
２

０
２
０
年
３
月
31
日
現
在
）

※

対
象
者
に
は
、４
月
上
旬
ご
ろ
に
個

別
に
案
内
は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。

◆
人
間
ド
ッ
ク
受
診
期
間

７
月
１
日（
月
）〜
11
月
30
日（
土
）

※

医
療
機
関
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

◆
助
成
額

２
万
円

※

市
の
特
定
健
診
、が
ん
検
診
と
の
重

複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。重
複
受
診
の

場
合
は
、一
方
の
健（
検
）診
料
金
が
全

額
負
担
と
な
り
ま
す
。

◆
募
集
人
数

２
０
０
人

◆
申
込
受
付
期
間

４
月
15
日（
月
）〜
５
月
24
日（
金
）

◆
申
し
込
み
先

保
健
課 

健
康
推
進
室（
保
健
セ
ン

タ
ー
）、各
総
合
支
所
住
民
課

７
月
か
ら
は
、特
定
健
診（
無
料
）や
各

種
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。

必
ず
受
診
し
、自
分
の
健
康
状
態
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

国保人間ドック助成のお知らせ

医療機関名 日帰り 一泊二日
(ＰＥＴ検診※)

入澤病院 喜多方地区 ○
医療生協 きたかた診療所 喜多方地区 ○
小野病院 喜多方地区 ○
君島内科消化器科クリニック 喜多方地区 ○
くまたクリニック 塩川地区 ○
佐原病院 喜多方地区 ○
鳴瀬病院 喜多方地区 ○
内科・消化器科みつはし医院 喜多方地区 ○
有隣病院 喜多方地区 ○
坂下厚生総合病院 会津坂下町 ○
会津中央病院 会津若松市 ○
竹田綜合病院 健診センター 会津若松市 ○
総合南東北病院 郡山市 ○

※

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
と
は
、特
殊
な
検
査
薬
を
用

い
て
、 

が
ん
細
胞
の
位
置
、 

大
き
さ
、 

悪
性

度
を
調
べ
る
画
像
検
査
で
す
。

　

   

保
健
課  

健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３

問

　

   

保
健
課  

国
保
医
療
係

☎（
24
）５
２
２
４

問 第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届

　

交
通
事
故
な
ど「
第
三
者
の
行
為
」

に
よ
る
け
が
や
病
気
な
ど
の
医
療
費

は
、本
来
、加
害
者（
相
手
方
）が
負
担

す
べ
き
も
の
で
す
が
、被
保
険
者
の

届
出
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
制
度
や

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
の
保
険

診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、市
が
一
時
的
に
医
療
費

を
立
て
替
え
、後
ほ
ど
加
害
者
に
請

求
を
行
い
ま
す
。

届
出
方
法

　

第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
を
届

け
出
る
際
は
、保
健
課
国
保
医
療
係

へ
必
要
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
時
も
届
出
が
必
要
で
す

　

交
通
事
故
以
外
に
も
、次
の
よ
う

な
場
合
に
は
第
三
者
行
為
と
な
り
ま

す
の
で
、届
け
出
が
必
要
で
す
。

○
自
損
事
故
車
に
同
乗
中
の
け
が

○
自
転
車
同
士
の
交
通
事
故

○
暴
力
行
為
に
よ
る
け
が

○
他
人
の
飼
い
犬
に
咬
ま
れ
た  

な
ど

交
通
事
故
な
ど
で
け
が
に
あ
っ
た

　
　
　

時
は
届
け
出
が
必
要
で
す

◆
実
施
医
療
機
関
一
覧
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『
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
』を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
仲
間
た
ち
と
楽
し
く
研
修

を
し
な
が
ら
、健
康
づ
く
り
や
食
育
を

進
め
る
た
め
日
々
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
の
一
員
で
す
。健
康
づ
く

り
や
食
育
教
室
な
ど
、市
民
の
身
近
な

と
こ
ろ
で
食
を
通
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。通
称「
食
改（
し
ょ
っ

か
い
）さ
ん
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、１
６
１
人
の
会
員
が
お
り
、健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
一
定
時
間
の
学
習

を
し
た
方
が
、引
き
続
き
研
修
を
受
け

な
が
ら
学
ん
で
き
た
こ
と
を
会
員
か
ら

会
員
へ
、会
員
か
ら
家
族
へ
、お
隣
さ
ん

へ
と
地
域
に
伝
え
広
げ
る
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

〇
各
地
域
で
料
理
教
室
を
開
催
し
、食

事
の
量
や
減
塩
の
工
夫
、バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
食
事
作
り
の
ヒ
ン
ト
を
伝
え
る

活
動
を
長
年
続
け
て
い
ま
す
。

〇
地
区
公
民
館
で
の
親
子
料
理
教
室
、

こ
ど
も
園
の
食
育
教
室
、小
中
学
校
の

農
業
科
や
家
庭
科
で
収
穫
さ
れ
た
作
物

を
使
っ
た
調
理
実
習
を
行
い
、地
産
地

消
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〇
各
家
庭
で
郷
土
料
理
を
作
る
機
会
が

減
り
、親
か
ら
子
へ
伝
え
る
こ
と
が
難

し
い
現
代
に
お
い
て
、子
ど
も
た
ち
へ

食
文
化
を
伝
え
る
継
承
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

〇
離
乳
食
教
室
で
は
、子
育
て
を
契
機

に
親
が
日
頃
か
ら
野
菜
を
取
る
こ
と
や

適
塩
の
味
付
け
を
意
識
し
、自
身
の
健

康
や
食
に
関
心
を
持
つ
よ
う
な
働
き
か

け
を
し
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　

   

保
健
課  

健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３

【作り方】  

① 鶏むね肉はさいの目切りにする。

② 玉ネギはみじん切り、ジャガ芋はすりおろす。

③ ボウルに全部の材料を入れ、こねる。

　 ナゲットの形に成形する。

④ ③を油で、こんがりと揚げる。

【材料（４人分）】 
 おから　　　250ｇ
 鶏むね肉　　250ｇ
 玉ネギ　　　100ｇ
 卵　　　　　　1個
 ジャガ芋　　   80ｇ

問

あ
な
た
も

  「
食
改
さ
ん
」
に

　
　

な
り
ま
せ
ん
か

片栗粉　　　　大さじ３
コンソメ　　　小さじ２
ナツメグ　　　小さじ１
塩、こしょう　  少々
揚げ油　　　　適量

◆
食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
？

◆
主
な
活
動
は
？

『減塩＆野菜を食べよう』推進一声運動（家庭訪問時の様子）
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生 涯 学 習 だ よ り

勤労青少年ホームで活動してみませんか
勤労青少年同志の仲間づくりや余暇活動を充実させるため、さまざまな事業を行っています

◆平成31年度の主催事業

事業名 内容 開催日時 活動期間

目指せ美ボディ！ピラ
ティス教室

さまざまなエクササイズでインナ
ーマッスルを鍛え、意識した呼吸
法で「美ボディ」を目指します。

毎月第１・３月曜日
午後7時30分～8時30分

5月～9月

やさしい日常英会話
教室

初心者向けの日常英会話教室で
す。旅行先での会話などに役立
ててみませんか。

毎月第２・４月曜日
午後7時～8時30分

5月～3月

きれいな文字で魅力
アップ！おとなのペン
字教室

もっと字がうまく書けたら…。そ
う感じたことはありませんか？
この教室では、ボールペンを使っ
てきれいな文字の書き方を楽し
く学びます。

毎月第１・３金曜日
午後7時～9時

5月～3月

問 生涯学習課  生涯学習係  ☎（24）5318申

◆対象　市内に居住または勤務する勤労青少年（おおむね39歳まで） 
◆参加費　無料（材料費の実費負担あり）
◆申し込み方法　電話または市ホームページの申し込みフォーム
◆申込期限　４月24日（水）
　　　　　　※途中参加も可能なので、気軽に問い合わせてください。

申し込みフォーム
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社
会
教
育
関
係
団
体
と
し
て
教
育
委

員
会
か
ら
認
定
を
受
け
た
団
体
は
、毎

年
、認
定
継
続
の
た
め
調
査
書
の
提
出

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、今

年
度
の
予
算
な
ど
が
決
定
し
ま
し
た

ら
、調
査
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象

　

社
会
教
育
関
係
団
体
と
し
て
教
育
委

員
会
の
認
定
を
受
け
た
団
体

◆
調
査
書（
提
出
書
類
）

①
前
年
度
事
業
報
告
書
・
決
算
書

②
今
年
度
事
業
計
画
書
・
予
算
書

③
会
員
名
簿（
名
前
の
み
可
）

④
役
員
名
簿

⑤
規
約
ま
た
は
会
則

　

な
お
、①
〜
⑤
の
内
容
が
記
載
さ
れ

て
い
れ
ば
、総
会
資
料
で
構
い
ま
せ
ん
。

◆
提
出
期
限　

６
月
28
日（
金
）

※

遅
れ
る
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
提
出
先

〇
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

〇
各
総
合
支
所
住
民
課  

教
育
総
務
担
当

〇
各
地
区
公
民
館

◆
そ
の
他

○
調
査
書
の
提
出
が
な
い
場
合
、認
定

取
消
と
な
り
ま
す
。

○
解
散
な
ど
の
理
由
で
認
定
を
取
り
下

げ
る
場
合
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　

   

生
涯
学
習
課  

生
涯
学
習
係

☎（
24
）５
３
１
８

生 涯 学 習 だ よ り

問
社
会
教
育
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
へ

調
査
書
提
出
の
お
願
い

第57回会津熱塩三ノ倉スキー大会結果

　３月３日（日）、三ノ倉スキー場で会津熱塩三ノ倉スキー大
会（スーパー大回転）が行われ、14部門167人が参加しました。 
　小学生から85歳までの方が参加し、選手たちは全長950ｍ
のコースを滑り降り、華麗なレースを繰り広げました。ラッ
プ賞以外にも遠来賞や最高齢賞なども用意され、思い思いの
レースを楽しみました。

〇最高ラップ賞　〈男子〉 斎藤　  隆
　　　　　　　　〈女子〉 諏訪間  美圭

〇部門別ラップ賞
部 門 氏 名 所 属 タイム

小学生女子の部Ａ(１～２年生) 福王寺 美夢 かっつボーイズ＆エンジェルズ 51秒10
小学生男子の部Ａ(１～２年生) 高橋  健真 わかまつクラブ 47秒02
小学生女子の部Ｂ(３～４年生) 小野寺  楓 いいでレーシング 42秒96
小学生男子の部Ｂ(３～４年生) 加藤  博久 － 46秒44
小学生女子の部Ｃ(５～６年生) 諏訪間 美圭 城西スキースポーツ少年団 56秒37
小学生男子の部Ｃ(５～６年生) 新妻  煌大 わかまつクラブ 55秒81
中学生女子の部 高倉  早紀 東山スキースポーツ少年団 1分01秒32
一般女子の部Ｂ(26歳～) 甲斐  ゆみ ゲレンデ逆走マラソン 58秒52

マスターズの部(56歳～) 菊地   傳 みどりホームスキークラブ 54秒68
一般男子の部Ｄ(46歳～55歳) 斎藤   隆 ＡＧＣエレクトロニクス 51秒37
一般男子の部Ｃ(36歳～45歳) 甲斐   史 喜多方スキークラブ 51秒53
中学生男子の部 五十島 暖人 城西スキースポーツ少年団 54秒27
※ 小学４年生以下は下段からのスタートのため最高ラップ賞の対象外
※ 一般男子の部A、Bは棄権のため記載省略

問 生涯学習課  スポーツ振興係
☎（24）5319


